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令和７年度 学習状況調査実施に係る説明会

令和7年度

「全国学力・学習状況調査」の結果について



■ 報告書
※ 各校には、9月24日付で配付
※ 10月３日に、香川県教育センターWebサイトに、PDF版を掲載

 

□ 本プレゼン資料
※ 香川県教育センターWebサイトに、PDF版を掲載

結果の分析と普及



「令和７年度
全国学力・学習状況調査」

報告書



調査の概要

全国学力・学習状況調査
実施日 令和7年４月17日（木）

対 象
小学校 第６学年

中学校 第３学年

内 容
（教 科）

小学校 第６学年（国語、算数、理科）

中学校 第３学年（国語、数学、理科）
※ 中学校理科は、文部科学省CBTシステム（MEXCBT）によるオンライン方式で実施

※ 知識・技能等と、活用する力や構想を立て実践し評価・改善す
る力等を一体的に問う問題を出題
※ 記述式の問題を一定割合で導入

内 容
（質問調査）

児童生徒質問調査（児童生徒の活用するICT端末等を用いて実施）

学校質問調査

報告書 Ｐ20・21



本年度の報告書の構成

調査の結果から見られる特徴 P2

4つの特集

特集１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の
一体的な充実

特集２ 児童生徒主体のICT活用に向けて
特集３ 教職員の支え合う集団づくり
特集４ 開かれた学校づくり
授業や取組の改善に役立つリンク集

P6

P12
P14
P16
P18

香川県重点項目に関する5つの質問事
項

Q１ 学習意欲に関わる質問項目
Q２ 言語活動に関わる質問項目
Q３ 学習習慣に関わる質問項目
Q４ 自己有用感に関わる質問項目
Q５ 学校生活に関わる質問項目
あのときの６年生は今？

P38
P40
P42
P44
P46
P48

特集１において、授業改善の４つの視点
に基づいてコラムを作成するとともに、「学
力向上モデル校事業」における実績を記事
にまとめる

授業改善に役立つリンク集を作成

令和４年時の小学６年生と、本年度中学３
年生について、継続して調査されている質
問項目の変容を記事にまとめる

本日は



調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ２、３



教科に関する調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ２

資料に書かれている文や図が示している意図は
何かを考え、解釈して表現することや、知識・技能
を様々な問題場面に生きて働くものとして習得す
ることに課題がある。

共通した課題



調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ３
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質問調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ３

P8 特集１ 「協働的な学び」の進捗状況は？

減少傾向

小・中学校で

90％を上回る

学力向上モデル校事業の取組
中学校1年 社会科の実践



質問調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ３

P44 Q４ 自己有用感等に関わる質問事項

小：85.0％

中：82.6％

令和3年度以降
最も高い割合

増加傾向 増加傾向

傾 聴

受 容

共 感



質問調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ３

P46 Q5 学校生活に関わる質問事項

約15％
の児童生徒が否定的に回答

＋5．5ｐｔ

＋2．7ｐｔ
少しずつ増加

約85％



質問調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ３

P４２ Q３ 学習習慣に関わる質問事項

全国的に減少傾向

児童生徒の興味関心に応じて
主体的に学べる環境づくり



質問調査の結果から見られる特徴 報告書 Ｐ３

P１２
特集２ 児童生徒主体のICT活用に向けて

＋１５ｐｔ

＋１２ｐｔ

児童生徒が目的をもって主体的にICTを
活用できるようにする

使った！
23.5pt

全国と比べると、中学校では



報告書 Ｐ6～12特集 報告書 Ｐ５～18

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の
一体的な充実

特集１

児童生徒主体のＩＣＴ活用に向けて特集２

教職員の支え合う集団づくり特集３

開かれた学校づくり特集４



特集１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 報告書 Ｐ６、７

対応する質問の調査結果を分析

①学習環境
②学びがいのある課題
設定
③自己選択・自己決定
④学びの過程の振り返り

授業改善の視点

全ての児童生徒に「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る



「個別最適な学び」の進捗状況は？

特集１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

取組を通して、難しさを感じているのではないか？

約８０％
で停滞

報告書 Ｐ６、７

＋１．２ｐｔ

－７．９ｐｔ
年々減少

小82.8％

中8０.２％



「個別最適な学び」の目的を考える

特集１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

児童生徒自身が自分の特性や
学び方を自覚できるようにする

報告書 Ｐ６、７

全ての児童生徒が
主体的に学ぶ楽しさを実感

学力向上モデル校事業の取組
小学校3年 国語科の実践

単元で学びをデザイン 児童とともに考え、委ねる



特集１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 報告書 Ｐ９

振り返りの内容やタイミングを工夫する

自分の学習状況や
成長を客観的に捉
えられているから
だろう

次の学習へ主体
的に取り組む力
につながってい
るのではないか

学習環境
自己選択・自己決定
学びの過程の振り返り

児童生徒自身が自分の特性や学
び方を自覚できるように



特集１ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 報告書 Ｐ10、11

検証から改善へ
（1）教科に関する調査の課題に対する授業改善の方策

（2）「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な
充実に向けた授業改善の方策

報告書に示している分析の仕方や、改善の方向性を、
自校の調査結果の分析の参考にする



特集2 児童生徒主体のICT活用に向けて 報告書 Ｐ12

児童生徒が目的的にICTを活用できるようにする

教師主導から、児童生徒が主体的に活用できるような取組が必要

児童生徒と教師の感覚に差

確実に増加

全国を上回る

ICT活用推進モデル校
※先進的な取組をする3校

「ほぼ毎日活用した」93.9％

文具のように活用



特集2 児童生徒主体のICT活用に向けて 報告書 Ｐ13

これからの社会において、自らの考えを整
理して発信する資質・能力の育成は重要

情報活用能力の育成に課題
児童生徒が主体的にICTを活
用して取り組む学習の充実に向
けた調査研究

資料特設サイト
（各校での授業研究、研修にご活用ください）

https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969

文章の作成 文章の作成

図、表、グラフ、思考ツール
などで情報を整理

プレゼンの
作成

プレゼンの
作成

図、表、グラフ、思考ツール
などで情報を整理

https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969
https://www.kagawa-edu.jp/educ01/section/research/jouhou#frame-969


特集３ 教職員の支え合う集団づくり 報告書 Ｐ15

チームで支える職場づくりについて 実践的な研修の実施状況

工夫して研修の機会を得る

日々の授業や生徒指導上の問題につ
いて、相談できる環境が整っている

減少傾向

日々の多忙感

授業



特集４ 開かれた学校づくり 報告書 Ｐ16

学校と地域や保護者の相互理解が進む

小・中学校ともに
全国を上回る

学校運営に関して、積極的に保護者や地域と関わり、ともに児
童生徒を育てようとする意識が高まっている



特集４ 開かれた学校づくり 報告書 Ｐ17

学校・家庭・地域のさらなる連携に向けて

－14ｐｔ 肯定的回答50％未満

教員の業務負担軽減につながるような協働活動を推進



自校の課題を把握し、改善に生かすために

活用ツール
（Excelファイル）

センターWebサイトからDL可能



目的に応じたシートを選択

「活用ツール（Excel）」による自校の結果分析 ⇒ 授業改善

提供されたデータを読み込んだ後



「活用ツール（Excel）」による自校の結果分析 ⇒ 授業改善

出力されたシートから課題を把握

どのような取組
が成果につなが
ったのだろう？

どのように取り
組めば、向上す
るのだろうか？

自校の取組と関連させて分析



28

報告書や活用ツールを利用して、
自校の取組の成果と課題を把握し、
更なる改善に向けた取組につなげましょう。

令和７年度 学習状況調査実施に係る説明会

授業改善にむけて、県教育センターがサポートします。サポートの依頼は、
県教育センター教育研究課へ、 お気軽にご連絡ください。
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